
は
じ
め
に

　

私
は
現
在
、
医
療
系
大
学
に
勤
め
る
傍
ら
、

「
特
定
非
営
利
法
人
（NPO

）
女
性
の
安
全

と
健
康
の
た
め
の
支
援
教
育
セ
ン
タ
ー
（
以

降
、
支
援
教
育
セ
ン
タ
ー
と
略
す
）」
の
理

事
運
営
委
員
と
し
て
、
性
暴
力
被
害
者
支
援

看
護
師
の
研
修
講
座
を
担
当
し
て
い
ま
す
。

こ
の
講
座
を
始
め
て
今
年
で
十
二
年
目
で

す
。
研
修
は
、
六
日
間
で
約
四
十
時
間
の
内

容
で
、
北
は
北
海
道
、
南
は
沖
縄
と
い
う
よ

う
に
毎
年
全
国
か
ら
受
講
生
が
来
て
下
さ
っ

て
い
ま
す
。
こ
れ
ま
で
約
二
百
六
十
名
の

方
々
が
受
講
さ
れ
ま
し
た
。
看
護
職
を
対
象

に
し
て
い
ま
す
が
、
他
に
代
わ
る
研
修
が
な

い
か
ら
と
、
医
師
も
数
名
参
加
さ
れ
て
い
ま

す
。
毎
年
、
私
た
ち
のNPO

で
は
最
大
三

十
名
の
研
修
受
け
入
れ
が
限
界
で
す
の
で
、

こ
こ
数
年
は
申
込
み
が
殺
到
し
て
年
単
位
で

待
っ
て
い
た
だ
く
こ
と
も
あ
り
ま
す
。

　

し
か
し
、
性
暴
力
被
害
者
支
援
看
護
師

（Sexual  Assault N
urse Exam

iner

：

SANE

）
と
言
わ
れ
て
も
聞
き
な
れ
な
い
方

が
多
い
と
思
い
ま
す
。
こ
の
稿
で
は
、

SANE

の
背
景
、
ど
の
よ
う
な
役
割
を
担
い
、

今
後
日
本
の
社
会
で
ど
の
よ
う
な
可
能
性
を

担
え
る
か
、
そ
の
た
め
の
課
題
に
つ
い
て
ご

紹
介
し
た
い
と
思
い
ま
す
。

　

Sexual Assault Nurse Exam
iner

を

直
訳
す
る
と
「
性
暴
力
看
護
検
査
官
」
と
な

り
ま
す
が
、
支
援
教
育
セ
ン
タ
ー
で
は
、「
被

害
に
あ
っ
た
女
性
と
子
ど
も
に
よ
り
そ
っ
た

ケ
ア
が
で
き
る
」
看
護
職
に
対
す
る
期
待
と

こ
だ
わ
り
を
持
っ
て
日
本
語
に
訳
し
て
い
ま

す
。
日
本
で
は
、
看
護
師
、
助
産
師
、
保
健

師
が
各
々
の
専
門
性
を
発
揮
し
て
保
健
・
医

療
の
現
場
で
働
い
て
い
る
の
で
、
修
了
生
の

希
望
に
よ
り
、
性
暴
力
被
害
支
援
看
護
師
／

助
産
師
／
保
健
師
か
ら
選
択
し
て
も
ら
っ
て

い
ま
す
。

支
援
教
育
セ
ン
タ
ー
が

　
　 

　SANE

養
成
を
始
め
た
理
由

　

支
援
教
育
セ
ン
タ
ー
は
、
女
性
・
子
ど
も

へ
の
暴
力
と
取
り
組
む
支
援
者
の
た
め
の
非

営
利
団
体
で
す
。
一
九
九
九
年
に
設
立
し
、

参
加
会
員
の
会
費
で
運
営
さ
れ
て
い
ま
す
。

　

研
修
や
公
開
講
座
に
よ
り
さ
ま
ざ
ま
な
専

門
分
野
で
活
動
す
る
人
を
養
成
し
、
ネ
ッ
ト

ワ
ー
ク
づ
く
り
を
め
ざ
し
て
い
る
団
体
で
す
。

　

設
立
準
備
か
ら
、
性
暴
力
被
害
者
へ
の
支

援
に
は
、
医
療
の
み
な
ら
ず
地
域
、
福
祉
、

教
育
、
行
政
と
多
岐
に
わ
た
る
こ
と
が
必
要

と
さ
れ
て
い
る
と
い
う
共
通
理
解
が
あ
り
ま

し
た
。

　

そ
う
い
う
状
況
の
中
で
も
、
医
療
と
い
う

現
場
は
、
被
害
に
あ
っ
た
人
の
多
く
が
、
健

康
を
損
ね
、
あ
る
い
は
心
身
に
傷
害
を
負
っ

て
訪
れ
る
頻
度
の
高
い
場
で
す
。
そ
こ
に
は

多
く
の
専
門
家
が
い
ま
す
が
、
こ
れ
ま
で
は

系
統
的
に
性
暴
力
被
害
を
専
門
に
対
応
で
き

る
専
門
家
は
と
て
も
少
な
い
、
あ
る
い
は
ほ

と
ん
ど
い
な
い
の
が
現
状
で
し
た
。

　

 

と
こ
ろ
が
、
北
米
で
は
、
一
九
七
〇
年
代

か
ら
性
暴
力
被
害
支
援
看
護
師
へ
の
ト
レ
ー

ニ
ン
グ
が
行
わ
れ
、
被
害
に
あ
っ
た
直
後
の

人
の
ケ
ア
お
よ
び
証
拠
採
取
、
フ
ォ
ロ
ー

ア
ッ
プ
を
行
っ
て
い
ま
し
た
。
看
護
師
た
ち

は
、
自
分
た
ち
の
知
識
・
技
術
を
最
大
限
に

駆
使
し
、
そ
れ
ま
で
の
被
害
者
に
と
っ
て
最

も
つ
ら
く
か
つ
支
援
の
な
か
っ
た
空
白
部
分

を
埋
め
て
い
き
ま
し
た
。
地
道
な
運
動
の
成

果
か
ら
、
初
め
は
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
活
動
で

あ
っ
た
の
が
、
警
察
・
司
法
と
も
タ
イ
ア
ッ

プ
し
、
警
察
、
病
院
か
ら
き
ち
ん
と
報
酬
も

得
る
よ
う
に
な
り
ま
し
た
。
ト
レ
ー
ニ
ン
グ

の
多
く
は
、
草
の
根
レ
ベ
ル
の
性
暴
力
被
害

支
援
の
団
体
か
ら
生
ま
れ
ま
し
た
。
遅
蒔
き

な
が
ら
、
日
本
で
も
き
っ
と
看
護
職
が
同
様

の
役
割
を
担
っ
て
い
け
る
に
違
い
な
い
と
、

支
援
教
育
セ
ン
タ
ー
は
考
え
ま
し
た
。
被
害

に
あ
っ
た
人
へ
寄
り
添
え
る
資
質
、
女
性
が

多
い
こ
と
、
四
十
時
間
の
ト
レ
ー
ニ
ン
グ
で

あ
る
程
度
の
基
本
的
知
識
・
技
術
を
身
に
つ

茨
城
県
立
医
療
大
学
看
護
学
科

　
　
　
　
　
　
　
　
教
授　
加
納　
尚
美
氏

性
暴
力
被
害
者
支
援
看
護
師

　
　
　
　
　
（
Ｓ
Ａ
Ｎ
Ｅ
）
の
役
割
と
課
題

　東京電力電気料金値上げに対する今後の対応について
は、（１）規制部門の電気料金について既に国が認可して
おり、自由化部門についても料金算定根拠が異なるもの
ではないこと、（２）電気料金は公共料金であり、病院・
医療機関に限って値下げしてもらいたいという要望が通
る見通しもないことから、これ以上活動を継続しても実
効性が期待できず、また、電気供給について不安定な状
況が継続することは、各医療機関の経営に影響を及ぼし
かねないことなどが考えられることから、前回理事会で
年内収束の決定が行われ、現在収束に向け、弁護士、東
京電力との最終調整に入っています。
　第 8回東京都病院学会に対し、全日本病院協会の協賛
をいただくことになりました。
　会員各位には、学会参加の事前登録にぜひご協力をお
願いいたします。
　東京労働局より依頼のあった「看護師等医療従事者の
雇用定着を図るための研修会」の後援名義使用が承認さ
れました。

理事会報告（12月）

　

二
〇
一
〇
年
か
ら
性
暴
力
救
援
セ
ン
タ
ー
・
大
阪
（
Ｓ
Ａ
Ｃ
Ｈ
Ｉ
Ｃ
Ｏ
）
が
、
本
年
六

月
に
は
性
暴
力
救
援
セ
ン
タ
ー
・
東
京
（
Ｓ
Ａ
Ｒ
Ｃ
東
京
）
が
開
設
さ
れ
ま
し
た
。
こ
の

機
会
に
当
協
会
で
は
、
平
成
二
十
四
年
十
一
月
二
十
一
日
、Ｓ
Ａ
Ｒ
Ｃ
東
京
の
関
係
ス
タ
ッ

フ
四
名
を
お
迎
え
し
て
「
性
暴
力
被
害
者
支
援
看
護
師
の
実
務
研
修
会
」
を
午
前
十
時
か

ら
午
後
四
時
三
十
分
ま
で
開
催
し
ま
し
た
。

　

本
稿
は
、
研
修
会
で
紹
介
さ
れ
た
性
暴
力
被
害
者
支
援
看
護
師
（
Ｓ
Ａ
Ｎ
Ｅ
）
の
概
略

に
つ
い
て
、
加
納
先
生
に
執
筆
を
お
願
い
し
た
も
の
で
す
。

加納 尚美氏

（１）2012年（平成24年）12月26日（水） 東京都病院協会 会報 第188号
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備
を
し
て
い
る
看
護
師
。

・SANE

は
、
性
的
暴
行
・
虐
待
を
受
け
た

被
害
者
を
ケ
ア
す
る
。
性
的
暴
行
・
虐
待
を

受
け
た
人
た
ち
に
は
、
専
門
的
な
身
体
的
査

定
お
よ
び
卓
越
し
た
臨
床
的
技
術
を
必
要
と

さ
れ
る
。

・SANE

の
通
常
の
仕
事
と
し
て
は
、
多
職

種
グ
ル
ー
プ
と
連
携
し
て
患
者
の
退
院
に
向

け
て
計
画
を
立
て
る
。

・SANE

は
、
法
医
学
的
検
査
を
行
い
、
詳

細
な
身
体
的
、
情
緒
的
査
定
と
記
録
、
傷
の

証
拠
写
真
、
法
的
サ
ン
プ
ル
の
収
集
を
行
い
、

情
緒
的
社
会
的
な
サ
ポ
ー
ト
と
情
報
を
提
供

す
る
。

・SANE

は
、
検
査
に
関
す
る
訴
訟
手
続
に

お
い
て
証
言
し
、
検
体
を
適
切
に
か
つ
傷
つ

け
る
こ
と
な
く
管
理
し
、
裁
判
に
耐
え
得
る

証
拠
と
し
て
保
管
で
き
る
よ
う
に
す
る
。

SANE

の
研
修
内
容

　

現
在
、
ア
メ
リ
カ
、
カ
ナ
ダ
で
は
、
地
域

毎
にSANE

の
研
修
は
数
多
く
行
わ
れ
て
い

ま
す
。
研
修
主
体
は
、
警
察
、YW

CA

や

W
M
CA

、州
の
外
郭
団
体
、大
学
等
々
で
す
。

オ
ン
ラ
イ
ン
で
も
で
き
ま
す
。
臨
床
的
な
ト

レ
ー
ニ
ン
グ
に
つ
い
て
、
各
自
がSANE

の

実
践
家
に
ア
ク
セ
ス
し
て
実
習
を
し
ま
す
。

そ
れ
ら
の
証
明
書
を
基
に
、IAFN

に
認
定

試
験
を
申
込
み
、
試
験
を
受
け
て
合
格
す
る

とSANE

と
し
て
認
定
さ
れ
ま
す
。
ま
た
、

SANE

で
は
成
人
用
と
十
八
歳
未
満
の
子
ど

も
で
は
研
修
内
容
が
違
い
ま
す
。
そ
こ
で
、

SANE ̶
 

成
人
、SANE ̶

 

小
児
と
タ
イ

ト
ル
は
分
か
れ
て
い
ま
す
。

　

研
修
時
間
は
、
四
十
時
間
で
す
。
そ
の
内

容
は
、
イ
リ
ノ
イ
州
で
行
わ
れ
て
い
る
性
暴

力
に
関
係
す
る
社
会
的
な
背
景
、
デ
ー
タ
、

被
害
者
へ
の
影
響
、
法
制
度
、
法
医
学
的
検

査
と
方
法
、
ア
セ
ス
メ
ン
ト
と
ケ
ア
、
裁
判

プ
ロ
セ
ス
等
で
す
。
標
準
的
な
枠
はIAFN

で
提
示
さ
れ
て
い
ま
す
が
、
プ
ロ
グ
ラ
ム
毎

に
か
な
り
工
夫
が
こ
ら
さ
れ
て
い
る
よ
う
で

す
。
現
在SANE

が
活
動
し
て
い
る
プ
ロ
グ

ラ
ム
、
つ
ま
り
実
際
に
性
暴
力
被
害
者
の
対

応
、
ケ
ア
に
専
門
に
あ
た
っ
て
い
る
所
は
、

全
米
で
七
百
ヶ
所
以
上
に
な
っ
て
お
り
、
す

べ
て
の
州
が
網
羅
さ
れ
て
い
ま
す
。
一
九
九

一
年
に
は
二
十
プ
ロ
グ
ラ
ム
だ
っ
た
と
い
う

の
で
す
か
ら
、
二
十
年
あ
ま
り
で
三
十
五
倍

に
増
加
し
て
い
ま
す
。

　

写
真
は
、
二
〇
一
一
年
に
イ
リ
ノ
イ
州
で

見
学
し
た
地
方
病
院
の
一
角
に
あ
るSANE

プ
ロ
グ
ラ
ム
で
す
。
で
き
て
五
年
で
す
。

SANE

は
合
計
六
人
、
三
百
六
十
五
日
、
二

十
四
時
間
対
応
し
ま
す
。
五
年
間
に
約
三
百

六
十
名
の
被
害
者
対
応
を
行
っ
て
い
ま
し

た
。
こ
の
内
、
ド
メ
ス
テ
ィ
ッ
ク
・
バ
イ
オ

レ
ン
ス
の
被
害
者
が
十
％
含
ま
れ
る
と
い
い

ま
す
。
ま
た
、
子
ど
も
事
例
も
少
な
く
な
い

と
の
こ
と
で
し
た
。
被
害
者
か
ら
病
院
に
連

絡
が
あ
る
と
、SANE

は
三
十
分
か
ら
一
時

関
係
者
や
司
法
や
警
察
関
係
者
、
様
々
な
支

援
者
と
の
協
働
作
業
が
不
可
欠
で
す
。
ま
た
、

関
連
教
材
の
開
発
等
を
行
っ
て
き
て
い
ま
す
。

ア
メ
リ
カ
で
誕
生
し
た

　 

　
　
　 

　
　 

　 SANE

の
背
景

　

一
九
七
〇
年
代
後
半
、
ア
メ
リ
カ
合
衆
国

の
数
か
所
で
看
護
師
が
性
暴
力
被
害
者
に
必

要
な
ケ
ア
や
犯
罪
被
害
の
法
的
医
学
的
証
拠

採
取
を
行
う
試
み
が
始
ま
り
ま
し
た
。
カ
リ

フ
ォ
ル
ニ
ア
州
で
フ
ロ
ン
テ
ィ
ア
と
し
て
は

じ
め
ら
れ
た
方
々
に
お
話
し
を
聞
い
た
こ
と

が
あ
り
ま
す
が
、
性
暴
力
被
害
者
へ
の
支
援

体
制
が
全
く
な
い
中
で
看
護
師
と
し
て
で
き

る
こ
と
を
模
索
し
た
結
果
がSANE

だ
っ
た

と
い
う
こ
と
で
す
。

　

当
初
は
、
裁
判
にSANE

が
証
人
と
し
て

出
廷
す
る
こ
と
は
前
例
が
な
か
っ
た
と
の
こ

と
で
す
が
、
医
療
機
関
の
医
師
は
あ
ま
り
に

忙
し
く
出
廷
を
拒
ま
れ
る
こ
と
も
し
ば
し
ば

あ
っ
た
そ
う
で
す
。
そ
こ
で
、
あ
る
検
事
が

SANE

に
依
頼
し
た
ら
陪
審
員
に
も
好
評
で

次
第
に
社
会
的
認
知
度
も
増
し
て
き
た
と
言

い
ま
す
。

　
一
九
九
二
年
に
合
衆
国
各
地
で
ば
ら
ば
ら

に
活
動
し
て
い
た
看
護
師
た
ち
が
一
同
に
集

ま
り
、
国
際
法
看
護
協
会
（International 

Association of Forensic N
ursing, 

IAFN

）
を
設
立
し
ま
し
た
。
そ
し
て
、

SANE

の
研
修
内
容
の
コ
ン
ピ
テ
ン
シ
ー
（
基

本
的
な
必
須
能
力
）
や
実
践
モ
デ
ル
も
作
ら

れ
、
一
九
九
五
年
に
は
ア
メ
リ
カ
看
護
協
会

に
お
け
る
特
定
分
野
と
し
て
認
定
さ
れ
て
い

ま
す
（Linda E.Ledraly 

）。SANE

お
よ

び
そ
の
活
動
内
容
は
、
全
米
の
み
な
ら
ず
カ

ナ
ダ
や
ヨ
ー
ロ
ッ
パ
や
ア
フ
リ
カ
の
一
部
、

イ
ン
ド
等
に
波
及
し
て
い
ま
す
（Janice Du 

M
ont and Deborrah W

hite, 2007

）。

　

IAFN

はSANE

に
つ
い
て
以
下
の
よ
う

に
定
義
し
て
い
ま
す
。

Sexu
al  A

ssau
lt N

u
rse 

Exam
iner

（SANE

）
と
は
？

・SANE

は
、
登
録
看
護
師
で
性
的
暴
行
・

虐
待
を
受
け
た
患
者
の
法
医
学
的
ケ
ア
に
関

す
る
専
門
的
な
教
育
を
受
け
て
臨
床
的
な
準

け
ら
れ
る
こ
と
、
何
よ
り
も
被
害
に
あ
っ
た

人
に
最
も
出
会
え
る
可
能
性
が
高
い
場
に
い

る
専
門
職
で
あ
る
こ
と
、
な
ど
が
そ
の
理
由

で
す
。
そ
こ
で
、
北
米
の
プ
ロ
グ
ラ
ム
を
参

考
に
し
な
が
ら
も
、
支
援
教
育
セ
ン
タ
ー
版

の
プ
ロ
グ
ラ
ム
を
開
発
し
、
実
践
し
て
き
て

い
ま
す
。

支
援
教
育
セ
ン
タ
ー
に
お
け
る

　 

　 

　 

　 

　SANE

の
研
修
内
容

　

研
修
の
理
念
、
研
修
内
容
の
概
要
は
【
表

一
、
二
】
の
通
り
で
す
。

　

四
十
時
間
の
研
修
に
は
、
性
暴
力
被
害
の

理
解
、
社
会
的
な
背
景
、
当
事
者
に
引
き
起

こ
さ
れ
る
心
身
へ
の
影
響
、
関
連
す
る
法
律
、

具
体
的
な
ケ
ア
方
法
等
と
い
う
よ
う
な
内
容

が
含
ま
れ
て
い
ま
す
。

　

支
援
教
育
セ
ン
タ
ー
で
は
、
研
修
の
み
な

ら
ず
、
海
外
のSANE

の
実
践
家
や
研
究
者

を
招
へ
い
し
、
講
演
会
や
シ
ン
ポ
ジ
ウ
ム
等

を
開
催
し
て
き
て
い
ま
す
。SANE

の
活
動

は
、
被
害
者
へ
の
支
援
の
一
環
で
あ
り
、

SANE

を
活
用
す
る
た
め
に
は
、
他
の
医
療

1. 人権意識を持ち、被害にあった人への人間
的な支援をする
2. 性暴力の社会構造と背景を理解し、専門的
知識・技術・態度をもつ
3. 被害にあった人が必要となる医療 / 看護を
提供する
4. それぞれの持ち場でよりよい活動を実践
し、チームメンバーへのよりよい変化を引き
起こす
5. 性暴力被害にあった人を支援する団体や個
人・機関と連携し、協働する
6. 今後の性暴力被害支援看護職養成に関わる

【表一】研修の基本理念

1.1 性暴力被害の実態を理解できる。
「性暴力とは何か」「社会的通念と現実の差異」
「今までの医療、看護の取り組むと課題」
1.2 性暴力が個人に及ぼす影響を理解でき
る。
「身体的被害」「心的被害」「社会的被害」「急
性期、慢性期」「被害にあった人の社会的背
景による影響の違い」
1.3 被害にあった人への支援の原則と基本が
理解できる。
「被害者支援の原則を知る」「ヘルスケアの過
程を知る」「的確で充分な医療支援の提供を
する」「正確かつ慎重な法的証拠採取をする」
「正確な記録を書く」「その他の支援機関、支
援者を紹介する」
1.4 さまざまな立場、職能の支援者と協力し
ながら支援することができる
「家族、友人など身近な人」「カウンセラー、
ホットライン」「ソーシャルワーカー」「自助
グループ」「産婦人科、外科、内科、精神科
などの専門医師」「警察関係者」「法律関係者」
1.5 支援者自身の安全と健康を維持すること
ができる。
「性暴力がおよぼす支援者への影響を知る」
「自分の変化に気づく」「お互いに支援しあえ
る環境を作る」
1.6 演習
「電話相談」「診察」「他部門との連絡」「警察
/ 法廷での証言」「同僚との関係」「自分自身
の心のケア」

【表二】SANEの研修目標、内容
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間
以
内
に
か
け
つ
け
、
必
要
な
ケ
ア
と
検
査

を
行
い
ま
す
。
プ
ロ
グ
ラ
ム
に
よ
っ
て
は
、

医
師
とSANE

看
護
師
が
役
割
分
担
を
取
り

決
め
て
行
い
ま
す
。
し
か
し
、
医
師
も
性
暴

力
被
害
者
に
対
す
る
法
医
学
的
検
査
の
研
修

を
経
た
者
で
な
い
と
対
応
で
き
な
い
こ
と
に

な
っ
て
い
ま
す
。
案
内
を
し
て
下
さ
っ
た
看

護
師
は
、
か
つ
て
救
命
救
急
で
働
い
て
い
た

際
に
性
暴
力
被
害
者
に
会
い
、
対
応
に
苦
慮

し
て
か
らSANE

研
修
を
受
け
た
の
が
き
っ

か
け
で
現
在SANE

と
し
て
働
い
て
い
る
と

言
っ
て
い
ま
し
た
。

　

SANE

の
役
割
と
働
き
方
は
、
ア
メ
リ
カ

で
は
次
の
よ
う
で
す
。SANE

に
ま
ず
求
め

ら
れ
る
技
術
は
、「
検
査
の
あ
ら
ゆ
る
段
階

で
、
ク
ラ
イ
エ
ン
ト
の
尊
厳
を
思
い
や
り
尊

重
す
る
こ
と
で
あ
る
」
と
さ
れ
ま
す
。
本
人

の
意
思
の
尊
重
が
す
べ
て
の
プ
ロ
セ
ス
で
優

先
さ
れ
ま
す
。
二
十
四
時
間
オ
ン
コ
ー
ル
と

い
う
形
態
で
働
く
の
が
一
般
的
で
、
被
害
者

が
病
院
に
来
院
し
た
場
合
、
三
十
〜
六
十
分

以
内
に
か
け
つ
け
ま
す
。
初
め
に
救
急
対
応

の
必
要
の
有
無
を
判
断
し
て
か
ら
次
の
一
連

の
診
察
を
行
い
ま
す
。

①
既
往
歴
、
犯
罪
に
関
す
る
情
報
収
集 

②
自

殺
企
図
の
有
無
と
い
う
よ
う
な
心
理
的
状
態

　

③
身
体
検
査　

④
証
拠
採
取　

⑤
尿
、
血

液
検
査
（
薬
物
検
出
）⑥
治
療
お
よ
び
照
会

　

⑦
性
行
為
感
染
症
の
予
防
や
そ
の
他
ケ
ア

　

⑧
そ
の
ほ
か
医
療
・
心
理
的
ケ
ア
・
支
援

の
提
供

　

そ
の
際
に
、
ク
ラ
イ
エ
ン
ト
お
よ
び
家
族

に
十
分
に
中
立
的
な
説
明
を
し
て
、
選
択
し

て
も
ら
う
こ
と
が
大
切
で
す
。
ク
ラ
イ
エ
ン

ト
の
年
齢
に
か
か
わ
ら
ず
、
本
人
の
意
思
の

尊
重
が
重
要
な
意
味
を
持
ち
ま
す
。

　

大
別
し
て
次
の
三
通
り
の
状
況
が
あ
り
、

SANE

の
役
割
も
変
わ
り
ま
す
。①
被
害
が

不
明
確
な
と
き
は
、
証
拠
を
一
定
期
間
冷
蔵

庫
に
保
存
す
る
②
被
害
者
が
告
訴
し
な
い
時

は
、
証
拠
採
取
は
し
な
い
が
、
適
切
な
ケ
ア

は
行
う
③
被
害
者
が
告
訴
す
る
時
は
、
証
拠

採
取
と
証
人
と
な
り
ま
す
。SANE

だ
け
で

な
く
、
被
害
者
ア
ド
ボ
ケ
ー
タ
ー
他
と
の
連

携
も
必
須
で
す
。

ア
メ
リ
カ
で
のSANE

の
効
果

　

合
衆
国
司
法
省
司
法
局
犯
罪
被
害
室
報
告

に
よ
れ
ば
、
性
暴
力
被
害
者
が
救
急
外
来
で

直
面
す
る
問
題
と
し
て
以
下
の
七
つ
を
指
摘

し
て
い
ま
す
。

① 

性
暴
力
被
害
者
の
大
部
分
は
重
症
の
外
傷

を
お
っ
て
い
な
い
の
で
後
回
し
に
な
る
。

② 

性
暴
力
被
害
者
は
忙
し
い
病
院
の
待
合
室

で
長
時
間
待
た
さ
れ
る
。

③ 

性
暴
力
被
害
者
は
証
拠
を
な
く
し
た
く
な

い
た
め
に
医
師
や
看
護
師
に
見
て
も
ら
う
ま

で
飲
食
や
ト
イ
レ
を
も
我
慢
し
て
い
る
。

④ 

医
師
や
看
護
師
の
多
く
は
法
的
証
拠
採
取

方
法
を
知
ら
な
か
っ
た
り
、熟
達
し
て
い
な
い
。

⑤ 

医
師
の
中
に
は
、
あ
と
で
法
廷
に
証
人
と

し
て
呼
ば
れ
た
り
、
経
験
不
足
で
採
取
し
た

検
査
に
つ
い
て
問
い
合
わ
せ
が
あ
る
の
を
億

劫
が
る
者
も
い
る
。

⑥ 

救
急
外
来
の
ス
タ
ッ
フ
は
、
性
暴
力
被
害

に
つ
い
て
理
解
し
て
い
な
か
っ
た
り
（
被
害

者
を
責
め
た
り
）、
思
い
や
り
と
尊
敬
を
も
っ

て
被
害
者
に
対
応
す
る
必
要
性
に
無
理
解

だ
っ
た
り
す
る
。

⑦ 

救
急
外
来
の
ス
タ
ッ
フ
は
、
特
に
見
知
ら

ぬ
ケ
ー
ス
か
ら
の
被
害
で
な
い
場
合
に
は
、

収
集
可
能
な
法
的
証
拠
を
採
取
で
き
な
い

（SANE

は
親
し
い
者
か
ら
の
被
害
が
多
い

こ
と
を
知
っ
て
い
る
）。

　
SANE

が
活
躍
す
る
こ
と
に
よ
り
、
被
害

者
支
援
が
よ
り
迅
速
に
、
か
つ
専
門
的
知
識
・

技
術
を
持
ち
、
か
つ
適
切
に
対
応
で
き
る
た

め
、
上
記
の
問
題
を
解
決
で
き
る
こ
と
を
報

告
書
は
強
調
し
て
い
ま
す
。
実
際
にSANE

プ
ロ
グ
ラ
ム
の
増
加
数
を
み
る
と
、
被
害
者

支
援
に
はSANE

は
な
く
て
は
な
ら
な
い
存

在
で
あ
る
こ
と
が
わ
か
り
ま
す
。

　

ミ
ネ
ソ
タ
州
、M

inneapolis
で
「
性
暴

力
資
源
サ
ー
ビ
ス
：Sexual Assault 

Resource Service

」
で
は
、
一
九
七
七
年

以
降
、
性
暴
力
支
援
看
護
職
の
養
成
を
行
い
、

SANE

が
被
害
者
支
援
を
行
っ
て
お
り
、

SANE

を
拒
否
し
た
人
は
一
〜
二
％
の
み
と

い
う
こ
と
で
す
。
こ
う
し
た
サ
ー
ビ
ス
の
効

果
と
し
て
、
こ
の
郡
に
お
け
る
法
的
シ
ス
テ

ム
の
中
で
、
強
姦
罪
の
証
拠
採
取
の
約
半
数

を
「
性
暴
力
資
源
サ
ー
ビ
ス
」
で
行
っ
た
と

い
う
実
績
が
報
告
さ
れ
て
い
ま
す
。
他
に
も

性
暴
力
被
害
支
援
看
護
職
の
有
用
性
に
つ
い

て
は
、
養
成
さ
れ
た
地
域
で
は
性
暴
力
犯
罪

者
の
逮
捕
者
数
が
増
加
し
、
性
暴
力
被
害
支

援
看
護
職
が
被
害
者
を
ケ
ア
し
た
方
が
、
加

害
者
逮
捕
に
至
る
割
合
が
高
い
と
い
う
成
果

が
で
て
い
ま
す
。

今
後
のSANE

の
課
題

　

支
援
教
育
セ
ン
タ
ー
発
足
以
来
十
二
年

間
、
性
暴
力
被
害
者
支
援
は
進
捗
し
た
面
も

一
部
あ
り
ま
す
が
全
体
と
し
て
は
多
く
の
問

題
が
山
積
み
で
す
。

　

二
〇
一
〇
年
か
ら
、
性
暴
力
救
援
セ
ン

タ
ー
・
大
阪
（SACHICO

）
ス
タ
ー
ト
し

ま
し
た
。
被
害
に
あ
わ
れ
た
方
へ
の
医
療
や

法
的
相
談
も
含
め
た
総
合
的
な
支
援
を
提
供

で
き
る
民
間
の
機
関
で
す
。

　

二
〇
一
二
年
に
は
性
暴
力
救
援
セ
ン
タ
ー

東
京
が
ス
タ
ー
ト
し
ま
し
た
。
こ
ち
ら
も
民

間
団
体
で
す
。
日
本
に
お
け
るSANE

が
こ

う
し
た
動
き
に
も
呼
応
で
き
、
日
常
の
臨
床

現
場
で
有
効
に
活
用
さ
れ
る
た
め
に
、

SANE

自
身
の
現
場
を
開
拓
し
て
い
く
と
と

も
に
バ
ッ
ク
ア
ッ
プ
す
る
作
業
を
す
る
必
要

が
生
じ
て
き
ま
し
た
。
そ
し
て
、
地
域
に
根

ざ
し
た
被
害
者
支
援
と
と
も
に
、
予
防
活
動

も
積
極
的
に
行
え
るSANE

の
活
動
の
拡
大

が
望
ま
れ
ま
す
。

　
お
わ
り
に

　

十
六
年
前
の
あ
る
冬
の
夜
の
こ
と
で
し

た
。
知
人
の
看
護
師
か
ら
、
自
宅
に
電
話
が

リドリー博士を招いた看護師／医師合同の講演会

DVD教材

( ) ( )

: 03-5637-5250

( )

(※1)

(※2) ( )

1210-0046(-1409)

(※1)
(※2)

69

( )
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あ
り
ま
し
た
。
声
は
切
羽
詰
ま
っ
て
い
る
感

じ
で
し
た
。
勤
務
先
の
病
院
に
強
姦
被
害
者

が
受
診
し
た
が
、
医
師
も
看
護
師
も
ど
の
よ

う
に
対
応
し
て
い
い
か
わ
か
ら
ず
、「
あ
な

た
は
悪
く
な
い
」
と
伝
え
る
の
が
精
一
杯

だ
っ
た
こ
と
、
本
当
は
ど
の
よ
う
に
し
た
ら

よ
か
っ
た
の
か
、
教
え
て
ほ
し
い
と
い
う
内

容
で
し
た
。
そ
の
時
、「
一
緒
に
現
場
の
方
々

と
勉
強
会
を
し
ま
し
ょ
う
。」
と
提
案
す
る

こ
と
が
精
一
杯
の
こ
と
で
し
た
。
そ
の
時
の

有
志
で
始
め
た
勉
強
会
が
、
支
援
教
育
セ
ン

タ
ー
へ
の
活
動
に
も
つ
な
が
り
ま
し
た
。

　
医
療
の
現
場
で
出
会
う
人
々
か
ら
の
声
に

向
き
合
う
こ
と
が
、
医
療
の
質
を
改
善
す
る

第
一
歩
と
痛
感
し
ま
す
。
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東
京
都
病
院
協
会
で
は
、
会
員
病
院
に
勤

務
さ
れ
て
い
る
皆
様
の
た
め
に
福
利
厚
生
制

度
の
一
環
と
し
て
、
当
協
会
独
自
の
医
療
共

済
制
度
を
行
っ
て
い
ま
す
。

　
本
制
度
は
、
皆
様
が
ご
入
院
さ
れ
た
と
き

の
保
障
を
目
的
と
し
て
導
入
さ
れ
て
お
り
、

東
京
都
病
院
協
会
の
規
模
を
活
か
し
、
一
般

の
医
療
保
険
よ
り
も
割
安
な
掛
け
金
で
ご
加

入
頂
く
こ
と
が
で
き
、
さ
ら
に
医
師
の
診
査

等
の
手
間
が
な
く
簡
単
な
お
手
続
き
で
お
申

し
込
み
で
き
ま
す
。

　
こ
の
制
度
は
二
〇
〇
五
年
に
発
足
し
た
制

度
で
あ
り
、
現
在
、
約
一
六
〇
〇
名
様
に
ご

加
入
い
た
だ
き
運
営
さ
れ
て
お
り
ま
す
。
二

〇
一
一
年
十
二
月
か
ら
二
〇
一
二
年
十
一
月

末
ま
で
の
支
払
計
上
件
数
は
三
十
六
件
、
支

払
総
額
約
二
六
六
万
円
と
な
っ
て
お
り
、
ご

加
入
者
の
万
が
一
の
場
合
に
、
経
済
的
な
負

担
を
軽
減
す
る
お
役
に
立
て
る
制
度
と
し
て

運
営
さ
れ
て
お
り
ま
す
。

　
こ
れ
ま
で
毎
年
一
回
、
十
月
か
ら
十
一
月
に

か
け
、
約
三
週
間
の
期
間
限
定
で
ご
案
内
を

さ
せ
て
い
た
だ
い
て
お
り
ま
し
た
が
、
こ
の

度
、
追
加
募
集
を
行
え
る
体
制
を
整
え
、
通

年
度
で
の
ご
加
入
が
可
能
と
な
り
ま
し
た
。

　
是
非
こ
の
機
会
に
ご
加
入
を
ご
検
討
い
た

だ
き
ま
す
よ
う
お
願
い
申
し
上
げ
ま
す
。

　
医
療
共
済
制
度
ご
加
入
に
つ
き
ま
し
て

は
、
主
に
二
つ
の
方
法
が
ご
ざ
い
ま
す
。

ひ
と
つ
は
、福
利
厚
生
制
度
の
一
環
と
し
て
、

見
舞
金
制
度
と
し
て
病
院
に
導
入
い
た
だ
く

方
法
で
す
。

　
所
属
員
の
方
が
万
が
一
入
院
さ
れ
た
場

合
、
病
院
か
ら
見
舞
金
を
支
払
う
と
い
う
制

度
で
す
が
、
所
属
員
満
足
度
の
向
上
、
帰
属

意
識
の
醸
成
等
を
目
的
に
導
入
さ
れ
て
お
り

ま
す
。
ま
た
、
当
医
療
共
済
制
度
に
ご
加
入

の
場
合
、
付
帯
サ
ー
ビ
ス
も
利
用
い
た
だ
け

ま
す
。特
に
メ
ン
タ
ル
ヘ
ル
ス
サ
ポ
ー
ト
サ
ー

ビ
ス
な
ど
は
、
メ
ン
タ
ル
ヘ
ル
ス
対
策
の
一

助
と
し
て
好
評
で
あ
り
、
所
属
員
の
皆
様
に

も
大
き
な
メ
リ
ッ
ト
を
提
供
で
き
る
こ
と
と

な
り
ま
す
。
病
院
の
福
利
厚
生
制
度
と
し
て

導
入
い
た
だ
く
形
と
な
り
ま
す
の
で
、
所
属

員
全
員
が
制
度
加
入
者
と
な
り
、
掛
金
は
各

病
院
に
て
ご
負
担
い
た
だ
き
ま
す
。

　
も
う
ひ
と
つ
は
所
属
員
の
皆
様
の
う
ち
、

加
入
を
希
望
す
る
方
の
み
任
意
で
ご
加
入
い

た
だ
く
方
法
で
す
。

　
ご
自
身
や
ご
家
族
の
医
療
保
障
を
よ
り
有

利
な
形
で
ご
準
備
い
た
だ
け
ま
す
。
掛
金
は

加
入
者
様
ご
自
身
に
ご
負
担
い
た
だ
き
ま
す

が
、
給
与
天
引
き
と
な
り
ま
す
の
で
、
会
員

各
位
の
ご
協
力
を
お
願
い
申
し
上
げ
ま
す
。

　
こ
の
よ
う
に
、
東
京
都
病
院
協
会
医
療
共

済
制
度
は
、
会
員
病
院
の
所
属
員
な
ら
で
は

の
制
度
で
す
の
で
是
非
ご
検
討
を
お
願
い
致

し
ま
す
。
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